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新しい印象材
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ジーシーでは、2020年11月に連合印象用アルジネート印象材「アローマインジェクション」を
一般販売に先立ちGC友の会歯科医師会員の皆様へお届けし、
シリコーン印象や寒天・アルジネート連合印象といった従来の印象採得の方法に、
新たな選択肢を提示しました。
そこで今回の臨床座談では、歯科補綴に精通され 「アローマインジェクション」を臨床に取り入れられている、
東北大学の佐々木啓一教授、小川徹准教授、臨床家の亀田行雄先生をお迎えし、
製品の特長や使用上のポイントなどを掘り下げてまいります。
読者の皆さまの「アローマインジェクション」のさらなる活用につながれば幸いです。

今回の座談会は、リモート形式で開催いたしました。
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（アルジネート印象材）

アローマロイド
（寒天印象材）

フュージョンⅡ
ウォッシュタイプ

（シリコーンゴム印象材）

無圧時のフロー

圧接時のフロー

従来の印象採得

佐氏　日々の臨床において、印象採
得は高頻度で行う治療工程のひとつ
です。先般、この印象採得における新
たな製品として、ジーシー社よりアルジ
ネート印象材との連合印象により保険
算定可能なカートリッジタイプの連合
印象用アルジネート印象材「アローマ
インジェクション」が発売されました。
今回はこの製品の特長や臨床での応
用などについて座談を展開してまいり
ます。ゲストは東北大学大学院歯学
研究科の佐々木啓一教授と小川徹准
教授、埼玉県でご開業の亀田行雄先
生です。
　まず本題に入る前に、アローマイン
ジェクションを臨床に導入するまで、先
生方がどのように印象採得を行ってい
たかを教えてください。
小川　実は東北大学病院の歯科外来
では寒天印象材を使用していません。
これにはいくつか理由がありまして、ま
ずは衛生面です。寒天印象材に使う
シリンジの滅菌において、内部に印象
材が残った場合に洗浄・滅菌がしづら
く、病院の感染管理の観点から使用で
きませんでした。また、寒天印象材は

何度かボイルすると劣化してしまう点
やカートリッジに残ったものを捨てる必
要がある点、寒天印象材のためにシリ
ンジをたくさん用意しなればならないと
いうコスト面の問題もありました。
佐々木　加えて、時間が経つと変形が
生じることも、大きな要因でした。印象
採得後すぐに石こうを注入しにくい環
境であったこともあり、これまで寒天印
象材の採用が進みませんでした。
小川　ですので、東北大学病院の歯
科外来では主にアルジネート印象材で
の単一印象かシリコーン印象で治療
を行ってきました。ただ、この2つの選
択肢しかないということで、臨床では
難しいケースがあったのも事実です。
佐氏　寒天印象材の必要性を感じな
がらも、いろいろな懸念により導入され
ていない状況だったということですね。
亀田先生はいかがですか。
亀田　基本的に保険診療は寒天・ア
ルジネート連合印象で採り、自費診療
に関してはシリコーン印象というように
使い分けていました。また、当院では
訪問診療も行っており、訪問診療で
は、動揺歯やアンダーカットの大きい
部位など、条件の悪い歯の印象も採ら
なければならないのですが、寒天印象
材用のコンディショナーを訪問先に持

っていくわけにもいかず、ほぼシリコー
ンで印象を採っていました。

アローマインジェクションの
製品特性

佐氏　ご開業の先生の多くは、亀田
先生と同様に寒天・アルジネート連合
印象とシリコーン印象を使い分けてい
るかと思います。
　では、そのような中で新たに登場し
たアローマインジェクションはどのよう
な印象材なのか、ジーシーよりあらた
めてご説明をお願いします。
片岡　アローマインジェクションは、世
界初となる連合印象用オートミックス
タイプのアルジネート印象材（図1）で、
さまざまな特長を備えています。
　まずは、優れたチキソトロピー性です
（図2）。注入時には、寒天印象材のフ
ローとは異なり、歯面や粘膜面にペー
ストが留まります。そして圧接時には、
寒天印象材やシリコーン印象材のウォ
ッシュタイプのように広がります。これ
により、狙ったところの印象採得を精
密にできるようになっています。
　次に、アローマインジェクションの優れ
た物性です。口腔内保持時間は90秒、
ちょう度45mm、弾性回復97％、弾性ひ
ずみ15％、引き裂き強さは0.72N/mm

図1　連合印象用アルジネート印象材の
アローマインジェクション。カートリッジ
に充塡されたペーストタイプの製品であ
り、カートリッジディスペンサーⅡに装着し
て使用する。

図2　アローマインジェクションとアローマロイド、フュージョンⅡウォッシュタイプのペース
ト性状の比較。
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で、寒天印象材と比較していずれも高
い値を有しています（図3）。また、細線
再現性は20μmと寒天印象材と同等
です。なお、シリコーン印象材のウォッ
シュタイプと物性を比較しますと、アロ
ーマインジェクションはアルジネートで
あるためにどうしても引き裂き強さにつ
いては低い数値になってしまうのです
が、細線再現性などの印象精度はシリ
コーン印象材と同等です。
　さらに、親水性が高い点も特長とし
て挙げられます。シリコーン印象材と
比べて圧倒的な親水性があるため、歯
面や粘膜に馴染みやすく、血液や滲出
液が残存していても確実な印象採得
ができます。この特長により、マージン
部分も高い精度で印象採得が可能と
なり、歯周病が進行していて出血があ
る場合などでも精密な印象採得が可
能で、動揺歯抜歯のリスクを低減でき
るなどの臨床的なメリットがあります。
　そして、常温で使用できることから
熱刺激がなく生活歯に安心して使える
ことも大きな特長のひとつです。寒天

印象材は使用に際してボイリングが必
要で、複数回ボイリングすると劣化し
ますが、アローマインジェクションはそ
の心配もありません。また、寒天印象
材に比較して経時的な寸法変化も小
さく（図3）、すぐに石こうを注入できな
い場合でも安心してお使いいただけま
す。訪問診療においては寒天印象材
よりも少ない荷物で印象採得できると
いう点もメリットです。

第一印象と
経時的な寸法変化

佐氏　ありがとうございました。先生
方はこのアローマインジェクションとい
う製品を最初に知った時は、どのよう
なイメージを持たれましたか。
佐々木　コンセプトをうかがった時点
では、「どのようにして使うんだろう」と
いった疑問を抱くばかりでしたが、実物
に触れてみると、使い勝手や流してみ
たときの感触が良く、「これがアルジネ
ート印象材か」と非常に驚きました。
小川　東北大学病院では寒天印象材

を使用しないため主にシリコーン印象
材と比べての意見ですが、ジーシーの
説明のとおり、歯周病で動揺歯がある
症例やアンダーカットが大きい症例、
防湿が難しい症例などはアローマイン
ジェクションが非常に適しています。ま
た、シリコーン印象材はレギュラーでも
流れが良いため咽頭部に流れてしまう
ことがありますが、アローマインジェク
ションではその心配がないといった点
も使いやすいです。さらにディスポー
ザブルタイプのミキシングチップを使
用するので衛生的というところも、東
北大学病院としては導入の後押しにな
りました。
佐氏　私も実際に使ってみて、同じよ
うな感覚でした。アローマインジェクシ
ョンは訪問診療にも適しているというこ
とですが、これについて亀田先生いか
がでしょうか。
亀田　アローマインジェクションを使い
はじめてすぐ、訪問診療にシリコーン印
象材を持っていかなくなりました。それぐ
らいに、訪問診療の印象材はアローマ
インジェクションに置き換わっています。
　訪問診療で使用するうえでは、少な
い荷物で印象採得が行えるというの
は当然重要ですが、経時的な寸法変
化が小さいことも非常に重要です。例
えば寒天印象材は印象を採ったらすぐ
に石こうを注入しないといけませんが、

図3　アローマインジェクションとアローマロイ
ド、フュージョンⅡウォッシュタイプの各種物性の
比較（ジーシー研究所）。

口腔内保持時間

弾性ひずみ 引き裂き強さ 細線再現性
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■アローマインジェクション（アルジネート印象材）
■アローマロイド（寒天印象材）
■フュージョンⅡ ウォッシュタイプ（シリコーン印象材）

経時的寸法変化

〈30分後〉 〈3時間後〉〈直後〉

－0.5％
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図4　アローマインジェクションで採った
印象は、印象材が乾燥しないように湿箱な
どを利用することで、寸法変化を小さく抑
えられる。
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訪問診療のように外に出ている場合、
患者さんのお宅ではほぼ石こうを注入
できません。その点アローマインジェ
クションはある程度時間が経過しても
寸法変化が小さく、訪問診療での安
心感につながっています。アルジネー
トゆえに保湿が大事だと思っています
ので、訪問先で採得した印象は濡れテ
ィッシュで包んで湿箱に入れて保管
し、医院に戻ってから石こうを注入して
います（図4）。
佐氏　亀田先生にとって、訪問診療に
欠かせないものになったのですね。
佐々木　すぐに石こうを注入しなくて
もいいというのは、訪問診療の場はも
ちろん、人手が不足している歯科医院
においても非常に便利だと思います。

アローマインジェクションの
症例での実感

佐氏　ここからは、アローマインジェク
ションの特長について実際の症例をも
とにお話をお聞きして、理解を深めて
いきたいと思います。
　まず、狙ったところの印象を精密に
採得できるということに関してはいか
がでしょう。
亀田　訪問診療でインレーを製作す
る症例をもとにお話しいたします。
　アルジネート印象材とアローマインジ
ェクションでの連合印象を採りました。

この患者さんは薬剤による歯肉増殖が
ある方だったので、歯間部が膨れてい
る状態でしたが、そのような状態でもア
ローマインジェクションは細かいところ
まで入っていきやすいです（図5）。ま
た、訪問診療では難しい体勢で印象
採得を行わなければならない場合があ
り、その際ペーストが垂れてしまうこと
などに気を使う必要があるのですが、
アローマインジェクションは患歯に留ま
りやすく非常に扱いやすいです。患歯
に盛り上げたあと、トレーに盛ったベー
スのアルジネート印象材で圧接すると
きれいに広がり、十分な精度の印象採
得が可能です。
佐氏　症例の写真を拝見すると、アロ
ーマインジェクションがきれいに広がっ
ているように感じます。引き裂き強さ
についてはいかがでしょうか。
亀田　ジーシーからの説明にもあった
ように、寒天印象材と比べて引き裂き
強さが高いことを実感しています。
　パーシャルデンチャーの印象は本来
ならシリコーン印象材で採るのが望ま
しいのですが、臨床においては寒天・
アルジネート連合印象で採る場合もあ
りますよね。この場合、通常はレストに
相当する部分に寒天印象材を流して、
アルジネート印象材で全顎を採ること
が多いと思います。しかし、アンダーカ
ットに入った部分で寒天印象材がちぎ

れてしまったり、ベースのアルジネート
印象材から寒天印象材がはがれてしま
ったりということがあります。また、レス
ト部には気泡が入っておらずしっかりと
採れているものの、寒天印象材とアル
ジネート印象材の境界部分に気泡が
入っている、というのもよく経験するこ
とではないでしょうか。これはクラウン
やブリッジであればさほど問題になりま
せんが、有床義歯の場合は印象材の
境界部分が最も重要な粘膜面に相当
するため、ここに気泡を入れたくありま
せん。
　また、ブリッジのポンティックのアン
ダーカット部分などもアローマインジェ
クションを用いると印象がちぎれにくく
採得可能です。アローマインジェクショ
ンとベースのアルジネート印象材の境
界がスムーズで、気泡もなく、はがれに
くく、総じて寒天印象材と比べて確実
性が高いと思っています（図6）。
佐氏　圧接によって2つの印象材がし
っかりつながっているように見えます
ね。ちなみにですが、盛り上げたアロ
ーマインジェクションにベースのアルジ
ネート印象材を圧接する時の操作感
覚は、寒天印象材の場合と同じような
イメージでしょうか。
亀田　寒天印象材は、性質上歯面に
流した時点から硬化が始まります。そ
れに対してアローマインジェクションは

図5　アローマインジェクションを用いた訪問診療での印象採得の様子と、採得した印象および模型。歯間部が膨れている部分も正確に印象採得
できている。
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操作時間がありますので、焦らず圧接
できると思います。トレーの挿入に関
しても位置などを気にしながら、しっか
りゆっくりと圧接するイメージで良いと
思います。
佐々木　ジーシーにひとつお聞きした
いのですが、亀田先生の症例写真か
らもわかるように、印象採得後のアロ
ーマインジェクションとベースのアルジ
ネート印象材はすごく馴染んでいるよ
うに見えます。これは化学的に結合し
ているのでしょうか。
片岡　はい。化学的に結合し、一体
化するような状態になります。

小川　我々は、基本的に最終印象をシ
リコーン印象材で採っていますので、
アローマインジェクションはプロビジョ
ナルレストレーション用の印象採得な
どに使用しているのですが、とても使
い勝手が良く、精度の面でも十分な印
象が採れます。
　また、シリコーンでの印象採得の際
にアンダーカットを埋めるのにも役立ち
ます。ユーティリティーワックスなどで
埋めることもあるかもしれませんが、ア
ローマインジェクションを注入するだけ
で、簡単にブロックアウトができます。
注入後すぐシリコーンで印象採得して

小川　ひとつ補足しますと、アローマ
インジェクションが硬化した後にベース
のアルジネート印象材を圧接した場合
は一体化せずはがれます。これもアロ
ーマインジェクションのひとつの特長と
言え、後で解説します。

東北大学病院での
アローマインジェクションの活用

佐氏　寒天印象材をアローマインジェ
クションに置き換えた場合の利点がよ
くわかりました。東北大学病院では、
アローマインジェクションをどのように
活用されているのでしょうか。

図7　アローマインジェクションによる、シリコーン印象を行う際の
歯冠部アンダーカットのブロックアウト（A）と、インプラント上部構
造およびブリッジ下部のブロックアウト（B、C）。

図8　ブロックアウトのアローマインジェクションが固まった後
にアルジネート印象を採った場合、アルジネート印象のほうに
アローマインジェクションはくっつかない。

図6　寒天印象材とアローマインジェクションの印象の比較。

寒天印象材

アローマ
インジェクション

アンダーカットに入
った寒天がちぎれ
ている。

義歯床下粘膜面に
気泡が入っている。

気泡のない、アルジ
ネートとのシームレ
スな印象面。

ポンティックのアン
ダーカット部が、ち
ぎれたりはがれたり
していない。

A

CB
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問題ありません。インプラントの上部
構造の下部やブリッジの下部などのア
ンダーカットを埋める際にとても便利で
す（図7）。
　なお、先ほども触れた事柄ですが、
アローマインジェクションでアンダーカッ
トを埋め、固まった後にアルジネート印
象を採ると、アローマインジェクション
は一体化しません。アルジネート印象
材でも抜けてしまいそうな歯がある場
合には、最初に動揺歯のアンダーカッ
ト部をアローマインジェクションで埋め
ておいて、それが硬化した後でアルジ
ネート印象材で採得するという応用方
法も考えられます（図8）。

総義歯の概形印象と
IOSの予備印象

佐氏　アンダーカットのブロックアウト
など、いろいろな用途も考えられるの
ですね。応用については亀田先生は
いかがでしょうか。
亀田　総義歯の概形印象を採得する
際にもアローマインジェクションは便利
だと感じています。総義歯の概形印象
では、通常アルジネートを2つ用いて印
象を採る場合が多いと思います。トレ
ーに盛った硬めの印象材と、軟らかめ
に練った印象材を用意し、フラビーガ

ムがあってアンダーカットになる部分に
シリンジで軟らかめの印象材を流し、ト
レーを圧接するといった二重印象を従
来から行ってきました。ただ、これは実
際にやるとなると、とてもアシストに労
力がかかるものです。印象材を同時に
2つ練らなければならないわけで、たと
え自動練和器を使ってもアシスト1人で
こなすのは難しいでしょう。しかし、アロ
ーマインジェクションをチェアサイドに
用意しておけば、トレーに盛ったアルジ
ネート印象材を用意してもらうのにあわ
せて、辺縁部にアローマインジェクショ
ンを流しておくという手順で、とてもき
れいに概形印象が採れます（図9）。
佐々木　硬めと軟らかめのアルジネー
トを2つ練るという印象法の代わりとし
て使いやすいですよね。アローマイン
ジェクションを用いれば、練和のタイミ
ングがずれてダメになるというミスも起
きませんから。
亀田　そうですね。概形印象の後は
シリコーン印象材を使用していくわけ
ですが、安定した総義歯を作るため
に、一連のステップにアローマインジェ
クションの連合印象による概形印象採
得を盛り込むのはかなり良いのではな
いかと考えています。
佐氏　この概形印象採得は、フラビー

ガムなど無圧で印象を採りたいところ
にアローマインジェクションを置いてい
るといったイメージなのでしょうか。
亀田　かなりへこんでいる状態なの
で、このままアルジネート印象材を圧
接すると、前方部は気泡が入ってしま
います。ですので、無圧印象のためと
いうよりは、辺縁の印象をきっちり採る
ために、気泡が入りやすい部分に事前
に印象材を流しておくというイメージ
です。
佐氏　ありがとうございます。総義歯で
のアローマインジェクションの応用は私
は行ったことがなく、製品パンフレットな
どにも記載されていないことですので、
目からうろこが落ちたような思いです。
亀田　その他の応用としてですが、近
年のデジタルの普及に伴い、当院でも
IOS（口腔内スキャナ）を導入し印象
採得作業の大きな部分を占めるように
なってきています。セラミックスなどの
印象においてはかなり精度が高く、印
象採得の中心がIOSに変わりつつあ
るのかなとも思っています。ただ、IOS
は見えないところは映らないものです
から、歯肉縁下や隣接面など見えにく
い部分はどうしても不鮮明になりがち
で、IOSのデータだけで補綴装置を作
るのは失敗の原因にもなります。そこ

図9　アローマインジェクションによる、フラビーガムがある無歯顎患者の印象採得。

フラビーガム

印象採得時の口腔内

ノズルチップは付けず、辺縁部とフラビーガム周囲にアローマインジェクションを流す

採得した印象
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IOSでスキャン
（見える部分の印象採得）

で当院では、必要に応じて、IOSのデ
ータを補完するための予備印象を採
るようにしています。
小川　予備印象による補完というの
は、IOSでの光学印象採得とは別に、
補綴装置の製作時にネックになりそう
な部分を印象材で印象採得するとい
うことですか？
亀田　そうです。光学印象と予備印
象を歯科技工所に渡して、予備印象
から模型を製作していただき、光学印
象で不足している部分を模型を見なが
ら補正したり、あるいは模型をスキャン
して重ね合わせたりといった方法で、

細部の形態を補正してもらいます。
　この予備印象では、従来は変形が
少ないシリコーン印象材を使っていた
のですが、シリコーン印象材は扱うの
にスキルを要し、テクニカルエラーも生
じがちです。その点アローマインジェク
ションは、親水性が高いため歯肉縁下
の印象が採りやすく、操作時間が長い
こともあって1歯から多数歯まで柔軟
に対応できるなどメリットが多く、現在
はアローマインジェクションを用いてい
ます（図10）。
佐々木　なるほど。IOSの普及により
このような印象採得法も必要性が高ま

ってくるかもしれませんね。

製品特性を理解し
使い方のコツをつかむ

佐氏　アローマインジェクションの特
長を理解したうえで症例についてお聞
きすると、いろいろな使い方ができそう
だと思いました。ただ、新しい印象材と
いうこともあってか、ユーザーの先生
方からは「うまく流れていかない」「細
部まで採れない」などといった意見も
ジーシーに寄せられているようです。
そこで、ここからはアローマインジェク
ションの使い方のコツなど、ユーザー

アローマインジェクションで予
備印象採得（見えない歯肉縁下
部分の印象採得）

治療後の口腔内

図11　寒天印象材とアロー
マインジェクションの、支台
歯への盛り上げ方の違い。

図10　IOSでのスキャンデ
ータで不足している部分に
ついて、アローマインジェ
クションの印象や石こう模
型を用いてデータの補正
や合成を行い、補綴装置を
製作する。

寒天印象材は歯肉溝に1層
盛った後、その上にふわっ
と乗せる。

アローマインジェクション
は歯肉溝に流したあと、ペ
ーストからチップを離さな
いように注入して支台歯を
覆う。

アローマ
インジェクション

寒天印象材

治療前の口腔内
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の先生方に知っておいてほしいことな
どがあればお聞かせください。
亀田　実は私も最初アローマインジェ
クションを使ったとき、寒天印象材のつ
もりで流したところ、気泡が入ってしま
いました。
　寒天印象材で支台歯の印象を採得
する場合、まず歯肉溝のところに気泡
が入らないように1層盛り、この段階で
表面や支台歯に触れた部分が少しず
つ固まってくるので、それを崩さないよ
うに上にふわっと乗せてあげると、寒
天によるきれいな印象が採れると考え
ています（図11）。
　それに対してアローマインジェクショ
ンの場合、歯肉溝に気泡が入らないよ
うに流した後、印象材の塊からチップ
の先端を離さないようにペーストを注
入し支台歯を覆っていく。これで、気
泡のない印象が採れます。ふわっと乗
せると空気が入ってしまうので、寒天
とはまた違った操作で盛り上げると良
いと思います。
片岡　GC友の会でアローマインジェ
クションについてアンケートを行った結
果では、「ディスペンサーが大きくて細
かな操作がしにくい」といった回答が
ございました。先生方の印象はいかが
でしょうか。
亀田　確かに、大きなディスペンサー
の「カチッ、カチッ」という押し出し操

作で、気泡を入れないように細かくコン
トロールするのは最初は少々難しく感
じるかもしれません。
佐々木　そこはやはり慣れですかね。
東北大学病院の歯科医師は皆ディス
ペンサーで問題なく使用できているの
で、慣れれば大丈夫だと思います。ま
た、我々は寒天印象材に精通していな
いため、アローマインジェクションをシ
リコーン印象材のウォッシュタイプと同
じような感覚で使用している面があり
ます。アローマインジェクションを、寒
天印象材に代わるものといった捉え方
ではなく、盛り上げ方も含めシリコーン
印象材と同じようなイメージで操作す
るのが良いのかもしれません。

失敗をなくすために
基本を忠実に守る

片岡　アンケートでは他に「アローマ
インジェクションは寒天印象材よりも支
台歯にくっつきやすい。表面に残って
しまう」といった意見もございました。
先生方が使用した際、同じように感じ
られたことはありますか？
小川　私が使用したかぎりでは、支台
歯にくっついてしまう、残ってしまうとい
ったことは特にありませんでした。
亀田　私も支台歯に残ったという経験
はありません。ただ、支台歯以外の残
存歯のアンダーカットの部分に、貼り

付いたような感じで、多少はがれにく
かったことはありました。おそらく、ユ
ーザーの方から出た意見はそういうこ
とかなと思います。
小川　原因として考えられるのは、ペ
ーストの不十分な練和による硬化不良
ではないでしょうか。取り扱い上の基
本的なことですが、使い始める前に先
端ですり切りを行い、2つのペーストが
きちんと混ざる状態にしてから使用す
ることが大事です。
亀田　必ず最初はすり切りをして、き
ちんと練られた部分をマージンのとこ
ろに流していくようにすれば問題ない
と思います。
佐氏　印象材の基本的な使用上の注
意点を厳守して使うことが重要だとい
うことですね。
佐々木　基本的な注意点という意味
では、ベースのアルジネート印象材の
混水比をしっかりと守るということも欠
かせません。
　実際の臨床現場では、アルジネート
印象材の混水比は、状況やそれぞれ
の歯科医院のやり方によってまちまち
だと思います。我々も標準混水比を基
準にしつつ、症例に応じて少し硬くす
るなど意識的に調整することはありま
すが、例えば「操作時間が長くなる感
じがする」といった理由で漠然と軟ら
かめの混水比にしていたりはしないで
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しょうか。アローマインジェクションにし
っかりとした性質を出させるには、ベー
スのアルジネート印象材の操作時間を
コントロールする時には混水比は変え
ず水を冷やすといった基本を守るよう
にしていただきたいです。
亀田　私はセミナーなどで多くの先生
の手技を見ていますが、アルジネート
印象材を口腔内に入れてから撤去す
るまでの保持時間が短めの方を結構
目にします。アルジネートの印象は、シ
リコーンに比べてラフに採るといったこ
とが習慣になってしまっているのかもし
れません。アローマインジェクションの
手技ではあまり関係ないことかもしれ
ませんが、定められた口腔内保持時間
を守ることも、印象材の性能を発揮す
るためには大事だと思います。
佐氏　なるほど。アローマインジェクシ
ョンの位置づけを寒天印象材の代わり
として考えてしまうと、急いでいる時に
使うとか、シリコーン印象材よりも注意
を払わずに使うとか、そういったことが
ミスを生じやすくさせてしまうこともあ
るのかもしれませんね。
佐々木　アローマインジェクション自体
は常に一定の性状のものを使用でき
る仕様になっているので、ベースのア
ルジネート印象材などその他の部分も

適切な使い方を守ることで、よりテクニ
カルエラーを減らし、日々の臨床で安
定して印象採得を行えると思います。

良さを見極め
さらなる用途の拡大を

佐氏　それでは最後に、アローマイン
ジェクションに関して、先生方から読者
の皆さまにアドバイスやメッセージなど
をいただければと思います。
亀田　開業医の立場としては、今後も
寒天・アルジネート連合印象はなくな
らないと思っています。ただ、寒天では
難しく、アローマインジェクションであ
れば可能という症例も多いです。例え
ば高齢者にありがちな、歯肉が下がり、
アンダーカットが大きく、動揺歯も多い
といった症例では、シリコーン印象材
では歯が抜けるおそれがあり、寒天印
象材ではちぎれやすい難点があるた
め、アローマインジェクションが好適で
しょう。アローマインジェクションの良
さを柔軟に活用していただければと思
います。
　また、先述しましたが義歯の概形印
象にこだわりたい方、特に若い先生は
ぜひ辺縁部にアローマインジェクション
を流してみてください。概形印象のク
オリティがだいぶ変わると思います。

小川　私も、アローマインジェクション
は寒天印象材に代わるものではなく、
寒天・アルジネート連合印象、シリコー
ン印象と共存して使っていくようなもの
になると思います。今回はクローズア
ップされませんでしたが、熱刺激がな
いことにより小児歯科などにも使いや
すいといったメリットもあります。特長
を理解すると、実に役に立つ製品です
ので、ぜひ積極的に臨床に取り入れて
いただければと思います。
佐氏　佐々木先生お願いします。
佐々木　アローマインジェクションの
要点は、アルジネート印象材をインジェ
クションで、それも常温で常に一定の
性状を持ったものを高い精度で使える
というところだと思います。これが寒
天・アルジネート連合印象にそのまま
代わるのかどうかというのはさておき、
寒天印象材が使えない状況において、
非常に画期的な製品です。今後、読
者の先生方が臨床において工夫して
使用していくことで、どんどん用途が
広がっていくと感じています。
佐氏　読者の先生方にとって、アロー
マインジェクションの応用範囲が広が
る有意義なお話をいただけたと思いま
す。ありがとうございました。

訪問診療での使用

総義歯の概形印象

パーシャルデンチャーの印象 ブロックアウト

IOSの予備印象

アローマインジェクション おすすめの使いどころ
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